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１．水質の現況 

(1) 市内河川の水質 

本市の主要河川である、千種川・長谷川・加里屋川・新川・大津川・塩屋川・矢野川の

７河川の計１５地点において年間４回水質調査を実施した。 

これら河川の水質は、前年度と比較すると、各河川とも前年度と同じような数値を示し

ており、近年はほぼ横ばいの状況で推移している。７河川の水質を生物化学的酸素要求量

（ＢＯＤ）を指標に比較すると、長谷川が最も良好で、次に千種川及び矢野川、新川、大

津川、塩屋川、加里屋川の順となっている。（表５－１－１参照）なお、千種川以外の河

川については、環境基準が設定されていないため、環境基準に準じた環境目標値（表５－

１－３参照、以下「目標値」という）を設け、水質保全の指針としている。 

また、令和４年４月１日に改正された水質環境基準が施行され、生活環境の保全に関

する環境基準のうち、大腸菌群数が削除され、新たに大腸菌数が追加されたため、令和

４年度より大腸菌数の測定を行っている。 

各河川の概況は以下のとおりである。 

 

① 千種川 

環境省より名水百選に選定されている千種川は、Ａ類型の環境基準（千種町室橋よ

り上流は AA 類型）があてはめられている。調査は、楢原橋・有年橋・富原橋・高雄橋

・高雄橋下流・坂越大橋・新赤穂大橋の７地点で調査を行った。表５－１－２に示すよ

うに、環境基準適合状況は、水素イオン濃度（ｐＨ）、ＢＯＤ、浮遊物質量（ＳＳ）、

溶存酸素量（ＤＯ）、大腸菌数の全項目において１００％となっていた。 

各測定地点（感潮域の新赤穂大橋を除く。）の状況をみると、ｐＨ、ＳＳ、ＤＯ、化

学的酸素要求量（ＣＯＤ）、ＢＯＤについては、上流域から下流域までほとんど水質変

動は認められない。 

なお、旧坂越橋（令和３年度より坂越大橋で採水）における水質の経年変化を図５－

１－１に示している。上流域における河川改修の影響によるものと考えられるＳＳの変

動があるが、基準値の範囲内となっている。 

  ② 長谷川 

千種川の支流である長谷川は、源流から千種川への流入点まで全水域をＡ類型にあ

てはめ、上組橋で調査を実施している。 

目標値適合状況は、ｐＨ、ＢＯＤ、ＳＳ、ＤＯは１００％、ＣＯＤが７５％となっ

ている。（表５－１－３参照） 

③ 加里屋川 

加里屋川は、中洲橋地点をＣ類型、城南橋地点をＤ類型にあてはめている。市街地

の中心部水域の中洲橋での目標値適合状況は、ＢＯＤ、ＤＯ、ＣＯＤは１００％、ｐＨ、

ＳＳが７５％、河口部域の城南橋では、ｐＨ、ＳＳ、ＤＯ、ＣＯＤは１００％、ＢＯＤ

が５０％となっている。（表５－１－３参照） 

河口部域の水質経年変化を図５－１－２に示しているが、ｐＨ、ＳＳ、ＤＯ、ＢＯ
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Ｄについて、前年度と比較して数値が上昇している。 

④ 新川 

新川は、城西橋地点をＤ類型にあてはめており、目標値適合状況は、全項目で 

１００％となっている。（表５－１－３参照） 

また、水質経年変化を図５－１－２に示しているが、前年と比較して横ばいの状況

であり、良好な水質を呈している。 

  ⑤ 大津川 

大津川は、船渡橋地点をＡ類型、石ヶ崎橋をＣ類型にあてはめている。船渡橋での

目標値適合状況は、ｐＨ、ＢＯＤは１００％、ＤＯが７５％、ＳＳが５０％、ＣＯＤが

２５％となっている。石ヶ崎橋では、ｐＨ、ＢＯＤ、ＳＳは１００％、ＤＯ、ＣＯＤが

７５％となっている。（表５－１－３参照） 

  ⑥ 塩屋川 

塩屋川の目標値は未設定であるが、昭和６１年度より塩屋橋において調査を実施し

ている。調査結果については、年間平均値でｐＨ  ８．２、ＢＯＤ２．１ mg/L、ＤＯ 

１０．６mg/L、ＣＯＤ５．０mg/L、ＳＳ８mg/L、大腸菌数１４２CFU/100mL となってお

り、天候等の影響により、前年度より数値が上がっている。（表５－１－４参照） 

⑦ 矢野川 

矢野川は、赤穂市境界線から千種川流入点までの水域をＡ類型にあてはめ、黒尾橋

で調査を実施している。目標値適合状況は、ｐＨ、ＢＯＤ、ＳＳ、ＤＯは１００％、 

ＣＯＤが０％となっている。（表５－１－３参照） 
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※令和３年度より坂越大橋で採水。 

表５－１－１  市内主要河川の水質状況（平均値）           
（令和４年度） 

項目 pH BOD SS DO 大腸菌数 

河川名  (mg/L) (mg/L) (mg/L) (CFU/100mL) 

千 種 川 7.5 0.8 2 10.3 50.8 

長 谷 川 6.9 0.6 1 10.4 133.3 

加 里 屋 川 7.7 3.7 10 10.2 174.5 

新   川 7.9 0.9 5 9.7 131.3 

大 津 川 7.8 1.2 7 8.9 51.6 

塩 屋 川 8.2 2.1 8 10.6 141.8 

矢 野 川 7.7 0.8 2 11.8 112.3 

 
表５－１－２ 千種川水質の環境基準適合状況     

（令和４年度） 

項 目 pH BOD SS DO 大腸菌数 

基準値 6.5～8.5 2mg/L 以下 25mg/L 以下 7.5mg/L 以上 300CFU /1 00 m L 以 下 

楢 原 橋 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 

有 年 橋 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 

富 原 橋 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 

高 雄 橋 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 

高雄橋下流 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 

坂 越 大 橋 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 

新赤穂大橋 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 

総 合 評 価 28/28 100％ 28/28 100％ 28/28 100％ 28/28 100％ 28/28 100％ 

 

図５－１－１  旧坂越橋（坂越大橋）における水質の経年変化  

年度  
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  表５－１－３ 市内小河川水質の環境目標値適合状況  

                    （令和４年度）       

河川 ∖ 測定地点 

 

類型 

環  境  目  標  値 

pH BOD SS DO COD 

Ａ 6.5～8.5 2mg/L 以下  5mg/L 以下 7.5mg/L 以上 2mg/L 以下 

Ｂ 6.5～8.5 3  〃  10 〃  5  〃  3  〃  

Ｃ 6.5～8.5 5  〃  15 〃  5  〃  5  〃  

Ｄ 6.0～8.5 8  〃  20 〃  2  〃  8  〃  

長 谷 川 上 組 橋 Ａ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 3/4 75％ 

加 里 屋 川 

中 洲 橋 Ｃ 3/4 75％ 4/4 100％ 3/4  75％ 4/4 100％ 4/4 100％ 

城 南 橋 Ｄ 4/4 100％ 2/4  50％ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 

大 津 川 

船 渡 橋 Ａ 4/4 100％ 4/4 100％ 2/4  50％ 3/4  75％ 1/4  25％ 

石 ヶ 崎 橋 Ｃ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 3/4  75％ 3/4  75％ 

新 川 城 西 橋 Ｄ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 

矢 野 川 黒 尾 橋 Ａ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 4/4 100％ 0/4 0％ 

総  合  評  価 27/28 96％ 26/28 93％ 25/28  89％ 26/28 93％ 19/28 68％ 

  

-
 
5
2
 
-
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          図５－１－２　市内小河川の水質経年変化（最下流地点）
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※平成 16 年度～20 年度の石ヶ崎橋は橋梁工事のため採水できず、調査は実施していない。 
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表５－１－４  河川水質調査結果（定例調査）総括   

水

水温 ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ 大腸菌数 ＣL
- NH4-N NO2-N NO3-N PO4-P

系 ℃ mg/L mg/L mg/L mg/L CFU/100mL mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L

最高 26.8 7.9 1.0 1.9 2 13 110 9 0.02 ND 0.63 0.02

最低 6.5 7.1 ND 1.1 1 8.1 41 5 ND ND 0.12 ND

平均 16.3 7.5 0.7 1.5 2 10.6 71 7 0.02 0.01 0.35 0.01

最高 26.3 7.7 1.2 2.0 3 12 110 8 0.02 ND 0.64 0.02

最低 6.8 7.3 0.7 1.4 ND 8.8 54 5 ND ND 0.12 ND

平均 16.4 7.5 1.0 1.6 2 10.5 76 7 0.02 0.01 0.34 0.01

最高 26.3 7.6 1.7 1.9 3 12 73 7 0.03 ND 0.66 0.02

最低 7.0 7.1 ND 0.8 ND 8.2 43 5 ND ND 0.11 ND

平均 16.6 7.4 1.0 1.5 2 9.9 56 6 0.02 0.01 0.36 0.01

最高 26.8 7.6 1.0 1.9 2 12 75 9 0.02 ND 0.63 0.01

最低 7.7 7.2 ND 1.3 1 8.1 24 4 ND ND 0.15 ND

平均 16.9 7.4 0.7 1.6 2 10.4 47 7 0.01 0.01 0.37 0.01

最高 27.1 7.8 1.0 1.9 2 13 76 9 0.02 ND 0.61 0.02

最低 7.8 7.3 ND 1.3 1 7.9 22 3 ND ND 0.18 ND

平均 17.3 7.5 0.7 1.6 2 10.5 36 6 0.02 0.01 0.37 0.01

最高 27.1 7.5 0.7 1.8 2 12 57 9 0.01 ND 0.61 0.01

最低 8.0 7.3 ND 1.1 1 8.5 9 6 ND ND 0.18 ND

平均 17.1 7.4 0.6 1.3 2 10.4 28 7 0.01 0.01 0.36 0.01

最高 27.6 8.0 1.7 2.4 2 11 56 8,400 0.04 ND 0.58 0.20

最低 8.0 7.4 ND 1.1 ND 7.9 29 1,600 ND ND 0.09 ND

平均 17.5 7.7 0.9 1.9 1 9.6 41 4,800 0.03 0.01 0.30 0.02

最高 26.0 8.6 1.9 3.7 16 14 39 9 0.12 0.02 0.31 0.06

最低 7.9 7.2 0.7 1.9 2 7.1 3 3 0.01 ND 0.04 ND

平均 17.0 7.6 1.2 3.1 9 9.7 20 7 0.05 0.01 0.16 0.03

最高 27.2 8.4 14.0 6.9 19 16 1,200 1,400 56 0.37 0.59 0.08

最低 9.9 7.2 0.6 2.1 7 6.8 7 14 0.01 ND 0.07 ND

平均 18.4 7.8 6.2 4.1 12 10.7 330 692 25.4 0.16 0.41 0.05

最高 27.5 8.4 1.1 4.3 11 12 390 1,500 0.33 0.01 0.36 0.15

最低 8.5 7.5 0.8 1.9 3 8.2 18 130 0.02 ND 0.13 0.05

平均 17.5 7.9 0.9 3.2 5 9.7 131 748 0.16 0.01 0.21 0.09

最高 22.5 7.1 0.8 3.1 1 12 330 6 0.04 0.01 0.76 ND

最低 7.8 6.7 ND 0.7 ND 8.4 15 2 ND ND 0.12 ND

平均 14.2 6.9 0.6 1.4 1 10.4 133 4 0.03 0.01 0.34 0.01

最高 27.9 7.8 1.8 6.0 18 13 180 13,000 0.05 0.01 0.71 0.11

最低 9.5 7.0 ND 1.6 1 6.5 21 340 0.03 ND 0.02 ND

平均 17.5 7.6 1.1 3.9 9 10.4 81 4,843 0.04 0.01 0.37 0.04

最高 28.8 8.4 2.0 9.5 9 10 64 16,000 0.12 ND 0.19 0.07

最低 8.2 7.7 ND 1.6 2 4.4 5 11,000 0.04 ND 0.01 ND

平均 18.3 8.0 1.3 4.3 5 7.5 23 14,250 0.09 0.01 0.08 0.04

最高 26.8 8.7 4.4 6.3 11 14 210 210 0.10 0.01 0.71 0.06

最低 9.2 7.3 1.1 4.3 4 7.0 17 15 0.01 ND 0.09 ND

平均 17.7 8.2 2.1 5.0 8 10.6 142 85 0.07 0.01 0.02 0.04

最高 27.4 8.1 1.3 3.3 3 14 290 35 0.03 0.01 0.81 0.06

最低 7.0 7.3 ND 2.5 1 10 21 4 ND ND 0.15 0.01

平均 16.2 7.7 0.8 2.9 2 11.8 112 16 0.01 0.01 0.54 0.04

0.5 0.5 1 0.5 1 1 0.01 0.01 0.01 0.01

※ＮＤは定量下限未満を示す。
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(2) 地先海域の水質 

地先海域の水質（環境基準はＡ類型に指定されている。）については、昭和４６年度

より地先海域１１地点において調査を実施しているが令和４年度は、６月、９月、１２月、

２月の４回、水質調査を実施した。（表５－２－３参照） 

また、河川水質調査と同様に水質環境基準の改正に伴い、令和４年度より大腸菌群数

に変わり、大腸菌数の測定を行っている。 

水質の調査結果について年間平均値をみると、ｐＨ８.１、ＣＯＤ２．４mg/L、ＤＯ 

８.３mg/L、大腸菌数４CFU/100mL になっている。環境基準の適合率をみると、ｐＨが 

１００％、ＣＯＤが２３％、ＤＯが７０％、大腸菌数が１００％となっており、前年と比

較し、ＣＯＤの適合率は上がり、ＤＯの適合率は下がっている状況であった。 

また、水質の重金属、有機塩素系化合物等の健康項目については、古池沖、取揚島、放

水口地先、生島沖の４地点で９月に調査を実施し、表５－２－４に示すとおりすべての項

目について、環境基準に適合していた。 
                                               

表５－２－１ 地先海域の水質状況（平均） 
（令和４年度） 

ｐＨ ＣＯＤ ＤＯ 大腸菌数 

 （mg/L） （mg/L） (CFU/100mL) 

8.1 2.4 8.3 4 

 
 表５－２－２ 地先海域水質の環境基準達成状況  

（令和４年度） 

項 目 ｐＨ ＣＯＤ ＤＯ 大腸菌数 

環境基準 7.8～8.3 2mg/L 以下 7.5mg/L 以上 300CFU/100mL 以下 

適 合 率 100％  23％  70％  100％  

 

図５－２－１  地先海域の水質経年変化  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

年度  
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　　　 項　目

水温 ＤＯ ＣＯＤ 大腸菌数 濁度 Ｃｌ- NH4-N NO2-N NO3-N PO4-P

　地　点 ℃ mg/L mg/L CFU/100mL mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L

6.13 10:30 21.9 8.0 7.3 2.4 5 9 17,000 0.08 0.01 ND 0.013

9.12 10:30 28.4 8.1 6.9 2.9 7 6 17,000 0.09 ND ND 0.028

12.5 10:00 12.9 8.1 8.9 2.3 2 2 18,000 0.09 0.01 0.03 0.016

2.17 9:45 6.5 8.2 9.9 2.4 2 ND 17,000 0.05 ND ND 0.005

平均 17.4 8.1 8.3 2.5 4 4.5 17,250 0.08 0.01 0.02 0.016

6.13 11:00 22.2 8.0 7.7 2.6 3 2 17,000 0.09 ND ND 0.025

9.12 11:15 28.6 8.0 6.4 3.0 2 3 17,000 0.09 ND ND 0.032

12.5 10:30 13.9 8.1 8.6 2.9 3 3 18,000 0.05 0.01 0.04 0.018

2.17 10:12 7.2 8.1 10 2.4 45 ND 17,000 0.07 ND ND 0.020

平均 18.0 8.1 8.2 2.7 13 2.3 17,250 0.08 0.01 0.02 0.024

6.13 11:15 21.8 8.0 7.7 2.1 6 1 17,000 0.11 ND ND 0.018

9.12 11:25 28.6 8.1 6.8 2.8 1 3 17,000 0.15 ND ND 0.030

12.5 10:45 13.8 8.1 8.9 3.4 5 2 17,000 0.03 0.01 0.04 0.014

2.17 10:27 7.5 8.1 10 2.1 1 ND 17,000 0.07 ND ND 0.011

平均 17.9 8.1 8.4 2.6 3 1.8 17,000 0.09 0.01 0.02 0.018

6.13 10:47 21.9 8.1 7.8 2.1 4 ND 17,000 0.16 ND ND 0.017

9.12 10:56 28.5 8.1 6.9 3.0 3 2 16,000 0.04 ND ND 0.023

12.5 10:15 13.5 8.1 9.1 2.7 ND 1 17,000 0.19 0.01 0.03 0.015

2.17 10:00 7.0 8.2 10 1.9 ND ND 17,000 0.03 ND ND 0.010

平均 17.7 8.1 8.5 2.4 2 1.3 16,750 0.11 0.01 0.02 0.016

6.13 11:30 21.6 8.1 8.5 2.0 10 1 17,000 0.14 0.01 ND 0.022

9.12 11:35 28.7 8.0 6.6 2.3 1 2 17,000 0.11 ND 0.01 0.025

12.5 10:55 13.8 8.1 8.7 3.3 2 2 17,000 0.17 0.02 0.06 0.017

2.17 10:40 7.5 8.1 10 3.0 7 ND 16,000 3.9 0.03 0.07 0.039

平均 17.9 8.1 8.5 2.7 5 1.5 16,750 1.08 0.02 0.04 0.026

6.13 10:12 21.3 8.1 7.7 2.1 3 1 18,000 0.10 0.01 ND 0.013

9.12 10:00 27.8 8.0 6.5 2.0 4 5 17,000 0.05 ND ND 0.025

12.5 9:40 14.1 8.1 8.6 2.6 2 2 18,000 0.06 0.01 0.04 0.013

2.17 9:30 7.5 8.1 10 2.3 4 ND 17,000 0.05 ND ND 0.017

平均 17.7 8.1 8.2 2.3 3 2.3 17,500 0.07 0.01 0.02 0.017

6.13 11:46 22.0 8.0 7.3 1.8 1 1 17,000 0.10 0.03 ND 0.022

9.12 11:55 28.5 8.0 6.5 2.3 9 2 16,000 0.09 ND ND 0.024

12.5 11:10 13.9 8.1 8.7 2.9 4 2 18,000 0.03 0.01 0.05 0.025

2.17 11:00 7.5 8.1 10 2.4 ND ND 13,000 0.04 ND 0.09 0.017

平均 18.0 8.1 8.1 2.4 4 1.5 16,000 0.07 0.02 0.04 0.022

6.13 12:03 21.6 8.0 7.5 1.8 1 2 17,000 0.12 0.02 ND 0.020

9.12 12:15 28.4 8.1 6.6 2.6 ND 3 16,000 0.09 ND ND 0.025

12.5 11:25 14.3 8.1 8.4 2.5 10 2 18,000 0.03 0.01 0.04 0.024

2.17 11:11 8.2 8.1 10 2.1 ND ND 16,000 0.04 ND ND 0.009

平均 18.1 8.1 8.1 2.3 3 2.0 16,750 0.07 0.01 0.02 0.020

6.13 9:53 21.1 8.1 7.8 1.8 3 ND 18,000 0.11 0.01 ND 0.014

9.12 9:45 27.6 8.1 7.1 2.4 1 1 16,000 0.02 ND ND 0.017

12.5 9:25 15.2 8.1 8.3 2.6 5 3 18,000 0.01 0.01 0.04 0.021

2.17 9:13 7.8 8.1 10 1.9 ND ND 17,000 0.05 ND ND 0.014

平均 17.9 8.1 8.3 2.2 3 1.5 17,250 0.05 0.01 0.02 0.017

6.13 9:42 21.2 8.0 7.5 2.0 2 ND 18,000 0.09 0.01 ND 0.011

9.12 9:20 28.0 8.1 7.3 2.3 ND 1 17,000 0.03 ND ND 0.019

12.5 9:10 15.9 8.1 8.5 2.5 6 3 18,000 0.01 0.01 0.04 0.019

2.17 9:00 8.1 8.1 9.7 2.1 ND ND 17,000 0.04 ND ND 0.008

平均 18.3 8.1 8.3 2.2 3 1.5 17,500 0.04 0.01 0.02 0.014

6.13 9:16 21.9 8.0 7.7 1.8 2 ND 18,000 0.15 ND ND 0.012

9.12 8:45 28.1 8.1 7.1 2.5 ND ND 17,000 0.10 ND ND 0.020

12.5 8:53 14.2 8.1 8.6 2.2 1 1 18,000 0.04 0.01 0.02 0.008

2.17 8:45 7.1 8.1 9.7 2.0 ND ND 16,000 0.03 ND ND 0.012

平均 17.8 8.1 8.3 2.1 1 1.0 17,250 0.08 0.01 0.01 0.013

※ＮＤは定量下限未満を示す

生　活　環　境　項　目 そ　の　他　の　項　目

月日 時刻 pＨ

古　池　沖

御　崎　港

御　前　岩

放水口地先

生　島　沖

大津川河口

江 見 ノ 鼻

江見ノ鼻沖

松　ノ　鼻

取　揚　島

千種川河口

表５－２－３  地先海域水質調査結果  
（令和４年度） 
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  表５－２－４ 地先海域水質調査結果（健康項目） 

                                                                   （調査月日 令和４年９月１２日） 

 

  

-
 
5
7
 
-
 

 

 

測定項目 単位 古池沖 取揚島 放水口地先 生島沖 環境基準

カドミウム mg/L <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003以下

全シアン mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 検出されないこと

鉛 mg/L <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01以下

六価クロム mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.02以下

砒素 mg/L <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01以下

総水銀 mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005以下

アルキル水銀 mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 検出されないこと

ＰＣＢ mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 検出されないこと

ジクロロメタン mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02以下

四塩化炭素 mg/L <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.002以下

1,2-ジクロロエタン mg/L <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 0.004以下

1,1-ジクロロエチレン mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.1以下

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 0.04以下

1,1,1-トリクロロエタン mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1以下

1,1,2-トリクロロエタン mg/L <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 0.006以下

トリクロロエチレン mg/L <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 0.01以下

テトラクロロエチレン mg/L <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01以下

1,3-ジクロロプロペン mg/L <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.002以下

チウラム mg/L <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 0.006以下

シマジン mg/L <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003以下

チオベンカルブ mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02以下

ベンゼン mg/L <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01以下

セレン mg/L <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01以下

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 10以下

健
　
康
　
項
　
目
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(3) 市内河川及び地先海域の水質状況（総括） 

市内河川１５地点及び地先海域１１地点における水質の状況については（１）、（２）

に掲記のとおりであるが、ＢＯＤ及びＣＯＤを指標として河川、海域の状況をみると、図

５－３－１のとおりである。河川の状況は、前年度と同様であり、良好な水質を維持して

いる。海域の状況については、水質の大きな変化は見られなかった。 

  

 

 図５－３－１ 市内河川及び海域水質状況 （令和４年度） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

                              河川(BOD)              海域(COD)         

                               0.9mg/L以下              0.9 mg/L以下        

                               1.0mg/L～1.4mg/L           1.0mg/L～1.4mg/L    

                               1.5mg/L～1.9mg/L           1.5mg/L～1.9mg/L    

                               2.0mg/L～2.9mg/L           2.0mg/L～2.9mg/L    

                               3.0mg/L～                 3.0mg/L～   

 

 河 川 調 査 地 点        

河 川 名  測 定 地 点  

千 種 川  

 

 

 

 

1楢 原 橋  

2有 年 橋  

3富 原 橋  

4高 雄 橋  

5高 雄 橋 下 流  

6坂 越 大 橋  

7新赤穂大 橋  

長 谷 川  8上 組 橋  

加里屋 川  

 

9中 洲 橋  

1 0城 南 橋  

新 川  1 1城 西 橋  

大 津 川  

 

1 2船 渡 橋  

1 3石 ヶ 崎 橋  

塩 屋 川  1 4塩 屋 橋  

矢 野 川  1 5黒 尾 橋  

  

 海 域 調 査 地 点   

① 古 池 沖  

② 大 津 川 河 口  

③ 江 見 ノ 鼻  

④ 江 見 ノ 鼻 沖  

⑤ 松 ノ 鼻  

⑥ 取 揚 島  

⑦ 千 種 川 河 口  

⑧ 御 崎 港  

⑨ 御 前 岩  

⑩ 放 水 口 地 先  

⑪ 生 島 沖  
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(4) 千種川等水質精密調査 

千種川上流部の集落排水、工場排水、西播磨テクノポリス関連の排水等による千種川

への影響を把握するため、有年橋、高雄橋下流、中ノ谷川、安室川において水質の重金

属、有機塩素系化合物、ダイオキシン類等の精密調査を実施した。 

その結果は、表５－４－１に示すとおりであった。 

 

 

表５－４－１ 千種川水質精密調査結果 
                  （調査年月日 令和４年１２月１２日、１３日）   

測 定 項 目 単位 有年橋  高雄橋下流 中ノ谷川  安室川  環境基準等 

 カ ド ミ ウ ム  ㎎ /L < 0.0003 < 0.0003 < 0.0003 < 0.0003 0.003 以下  

 全 シ ア ン  ㎎ /L < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 検出されないこと  

 鉛  ㎎ /L < 0.001 < 0.001 < 0.001 < 0.001 0.01  以下  

 六 価 ク ロ ム  ㎎ /L < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 0.02  以下  

 砒 素  ㎎ /L < 0.001 < 0.001  0.001 < 0.001 0.01  以下  

健  総 水 銀  ㎎ /L < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 0.0005 以下  

 ア ル キ ル 水 銀 ㎎ /L < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 検出されないこと  

 P C B ㎎ /L < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 検出されないこと  

 トリクロロエチレン ㎎ /L < 0.001 < 0.001 < 0.001 < 0.001 0.01  以下  

 テトラクロロエチレン ㎎ /L < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 0.01  以下  

康  四 塩 化 炭 素  ㎎ /L < 0.0002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0002 0.002 以下  

 ジクロロメタン ㎎ /L < 0.002 < 0.002 < 0.002 < 0.002 0.02  以下  

 1,1,1-トリクロロエタン ㎎ /L < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 1    以下  

 1,1,2-トリクロロエタン ㎎ /L < 0.0006 < 0.0006 < 0.0006 < 0.0006 0.006 以下  

 1,2-ジクロロエタン ㎎ /L < 0.0004 < 0.0004 < 0.0004 < 0.0004 0.004 以下  

項  1,1-ジクロロエチレン  ㎎ /L < 0.002 < 0.002 < 0.002 < 0.002 0.1   以下  

 ｼｽ-1,2-ジクロロエチレン ㎎ /L < 0.004 < 0.004 < 0.004 < 0.004 0.04  以下  

 1,3-ジクロロプロペン  ㎎ /L < 0.0002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0002 0.002 以下  

 チ ウ ラ ム  ㎎ /L < 0.0006 < 0.0006 < 0.0006 < 0.0006 0.006 以下  

 シ マ ジ ン  ㎎ /L < 0.0003 < 0.0003 < 0.0003 < 0.0003 0.003 以下  

目  チ オ ベ ン カ ル ブ  ㎎ /L < 0.002 < 0.002 < 0.002 < 0.002 0.02  以下  

 ベ ン ゼ ン  ㎎ /L < 0.001 < 0.001 < 0.001 < 0.001 0.01  以下  

 セ レ ン  ㎎ /L < 0.001 < 0.001 < 0.001 < 0.001 0.01  以下  
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測 定 項 目 単位 有年橋  高雄橋下流 中ノ谷川  安室川  環 境 基 準 等 

健  ほ う 素  ㎎ /L < 0.01 < 0.01 0.01 0.01 1   以 下  

康  ふ っ 素  ㎎ /L < 0.1 < 0.1 < 0.1 < 0.1 0.8  以下  

項  亜 硝 酸 性 窒 素  ㎎ /L < 0.005 < 0.005 0.19 < 0.005 硝酸性窒素及び

亜硝酸性窒素 10 以下 目  硝 酸 性 窒 素  ㎎ /L 0.38 0.40 0.81 0.51 

 1,4－ジオキサン ㎎ /L < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0 . 0 5  以下  

 ク ロ ロ ホ ル ム  ㎎ /L < 0.006 < 0.006 < 0.006 < 0.006 ◇ 0 . 06 以下  

 ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎ /L < 0.004 < 0.004 < 0.004 < 0.004 ◇ 0 . 04 以下  

 1,2-ジクロロプロパン ㎎ /L < 0.006 < 0.006 < 0.006 < 0.006 ◇ 0 . 06 以下  

 p-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ ㎎ /L < 0.02 < 0.02 < 0.02 < 0.02 ◇ 0.2  以下  

 イソキサチオン ㎎ /L < 0.0008 < 0.0008 < 0.0008 < 0.0008 ◇ 0.008 以下  

 ダ イ ア ジ ノ ン  ㎎ /L < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 ◇ 0.005 以下  

要  フェニトロチオン ㎎ /L < 0.0003 < 0.0003 < 0.0003 < 0.0003 ◇ 0.003 以下  

 イソプロチオラン ㎎ /L < 0.004 < 0.004 < 0.004 < 0.004 ◇ 0 . 04 以下  

 オ キ シ ン 銅  ㎎ /L < 0.001 < 0.001 < 0.001 < 0.001 ◇ 0 . 04 以下  

監  クロロタロニル ㎎ /L < 0.004 < 0.004 < 0.004 < 0.004 ◇ 0 . 05 以下  

 プ ロ ピ ザ ミ ド  ㎎ /L < 0.0008 < 0.0008 < 0.0008 < 0.0008 ◇ 0.008 以下  

 E P N ㎎ /L < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 ◇ 0.006 以下  

視  ジ ク ロ ル ボ ス  ㎎ /L < 0.001 < 0.001 < 0.001 < 0.001 ◇ 0.008 以下  

 フェノブカルブ ㎎ /L < 0.002 < 0.002 < 0.002 < 0.002 ◇ 0 . 03 以下  

 イプロベンホス ㎎ /L < 0.0008 < 0.0008 < 0.0008 < 0.0008 ◇ 0.008 以下  

項  クロルニトロフェン ㎎ /L < 0.0001 < 0.0001 < 0.0001 < 0.0001 －  

 ト ル エ ン  ㎎ /L < 0.06 < 0.06 < 0.06 < 0.06 ◇ 0.6  以下  

 キ シ レ ン  ㎎ /L < 0.04 < 0.04 < 0.04 < 0.04 ◇ 0.4  以下  

目  フタル酸ジエチルヘキシ ル ㎎ /L < 0.001 < 0.001 < 0.001 < 0.001 ◇ 0 . 06 以下  

 ニ ッ ケ ル  ㎎ /L < 0.001 < 0.001 < 0.001 < 0.001 －  

 モ リ ブ デ ン  ㎎ /L < 0.007 < 0.007 < 0.007 < 0.007 ◇ 0 . 07 以下  

 ア ン チ モ ン  ㎎ /L < 0.0002 < 0.0002  0.0002 < 0.0002 ◇ 0 . 02 以下  

 塩化ビニルモノマー ㎎ /L < 0.0002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0002 ◇ 0.002 以下  

 エピクロロヒドリン ㎎ /L < 0.00004 < 0.00004 < 0.00004 < 0.00004 ◇ 0.0004 以下 

 ウ ラ ン  ㎎ /L < 0.0002 < 0.0002 < 0.0002 < 0.0002 ◇ 0.002 以下  

 全 マ ン ガ ン  ㎎ /L < 0.01 < 0.01  0.20 < 0.01 ◇ 0.2  以下  

 ダイオキシン類 pg-TEQ/ L 0.038 0.075   0.069 0.068  1   以 下  

◇は要監視項目の指針値を示す 
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 (5) 市内河川水質精密調査 

市内の河川について、重金属、有機塩素系化合物等の水質状況を把握するため、加里屋

川（汐見橋）、大津川（船渡橋）、長谷川（上組橋）、矢野川（黒尾橋）において精密調

査を実施した。 

なお、有機塩素系化合物等については、平成１８年度から２年に１回の調査頻度として

いる。 

その結果は、表５－５－１に示すとおり、すべての地点において環境基準値以下であっ

た。 

 

 表５－５－１ 市内河川水質精密調査結果 

（調査年月日 令和４年１２月１２日、１３日） 

測 定 項 目 単位 加里屋川  大津川 長谷川  矢野川  環境基準等 

健  

 

康  

 

項  

 

目  

カ ド ミ ウ ム  ㎎ /L < 0.0003 < 0.0003 < 0.0003 < 0.0003 0 .0 03  以下  

全 シ ア ン  ㎎ /L < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 検 出 さ れ な い こ と  

鉛  ㎎ /L < 0.001  0.001 < 0.001 < 0.001 0.01  以下  

六 価 ク ロ ム  ㎎ /L < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 0.02  以下  

砒 素  ㎎ /L  0.001 < 0.001 < 0.001 < 0.001 0.01  以下  

総 水 銀  ㎎ /L < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 0.0005 以下  

ア ル キ ル 水 銀 ㎎ /L < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 検 出 さ れ な い こ と  

ベ ン ゼ ン  ㎎ /L < 0.001 < 0.001 < 0.001 < 0.001 0.01  以下  

セ レ ン  ㎎ /L < 0.001 < 0.001 < 0.001 < 0.001 0.01  以下  

ほ う 素  ㎎ /L 0.04 0.01 < 0.01   0.01 1    以下  

ふ っ 素  ㎎ /L   0.1   0.2 0.1 0.1 0.8   以下  

亜 硝 酸 性 窒 素  ㎎ /L < 0.005 < 0.005 0.007 < 0.005 硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 10 以下 硝 酸 性 窒 素  ㎎ /L   0.06 0.34 0.43 0.54 

1,4－ジオキサン ㎎ /L < 0.005 < 0.005 < 0.005 < 0.005 0.05  以下  
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(6) 水生生物調査関連調査 

千種川の水生生物調査は、流域全域（支流河川を含む。）にわたり、ライオンズクラ

ブ国際協会（３３５－Ｄ地区）が中心となり、昭和４８年度より流域の小中学生や地域

住民が参加し、関係機関の指導を得て実施されている。令和４年度は、８月２６日に調

査が実施され、結果については表５－６－１に示すとおりである。 

本市も当該調査にあわせ主要地点において水質調査を行っており、水質調査（理化学

分析）の結果からはＢＯＤを指標として評価すると、各地点とも２.０mg/ℓ以下と清浄な

水質を維持しているといえる状況である。（表５－６－２参照） 

 

 表５－６－１ 水生生物による水質汚濁階級（千種川関連） 

採 取 地 水 質 階 級 の 判 定 昨 年 分 

有 年 橋 Ⅱ 少しきたない水 Ⅱ 

高   雄 Ⅱ 少しきたない水 Ⅱ 

下 高 野 Ⅱ 少しきたない水 Ⅱ 

         

           水質階級の判定：Ⅰ･･･きれいな水  Ⅱ･･･少しきたない水  

               Ⅲ･･･きたない水   Ⅳ･･･大変きたない水 

                             （資料「千種川の生態」第５０集） 

                               

 表５－６－２ 水生生物調査に伴う水質調査結果 
 （環境課採水日：令和４年８月３０日） 

項目  水温  
pH 

導電率  SS DO BOD COD 

測定地点  ℃  μ s/cm mg/L mg/L mg/L mg/L 

有 年 橋 26.3 7.6 110 3 8.8 1.1 1.6 

高 雄 橋 26.8 7.4 110 2 8.1 1.0 1.5 

赤穂線鉄橋下流 27.1 7.5 100 2 8.5 0.7 1.1 

定 量 限 界    1 0.5 0.5 0.5 
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(7) ゴルフ場周辺水質調査 

ゴルフ場において使用されている農薬汚染問題に対処するため、兵庫県は「ゴルフ場

における農薬等の安全使用に関する指導要綱」を制定しており、また、環境省は平成２

年５月「ゴルフ場使用農薬に係る暫定指導指針」を示している。その後、平成２９年３

月に「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止及び水産動植物被害の防止に係

る指導指針」が、令和２年３月には「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止

及び水域の生活環境動植物の被害防止に係る指導指針」がそれぞれ定められている。 

本市には２箇所のゴルフ場があり、これら２箇所のゴルフ場については、環境保全協

定により農薬の使用状況のほか水質検査結果等について市への報告を義務づけているが、

分析の結果はいずれも異常は認められない状況であった。 

なお、市ではこれらのゴルフ場等での使用農薬の周辺環境への影響を確認するため、

令和４年１０月にゴルフ場周辺河川等８地点（赤穂カンツリークラブ：鳴瀬川、槙木川、

南の池、船谷川。赤穂国際カントリークラブ：坂折池、馬路池、長谷川。その他：矢野

川）において水質調査を実施した。 

その結果は、次の表に示す農薬成分について全調査地点において、不検出（定量下限

値未満）であった。 

 

表５－７－１ ゴルフ場周辺河川等環境水質調査結果 

（調査年月日：令和４年１０月５日） 

 

 

 

（単位：mg/L）

その他

鳴瀬川 槙木川 南の池 船谷川 坂折池 馬路池 長谷川 矢野川

チアメトキサム <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.47

チオジカルブ <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.8

ペンシクロン <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 1.4

メプロニル <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 1

チオファネートメチル <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 3

テブコナゾール <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.77

ペンチオピラド <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 2

アゾキシストロビン <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 4.7

イミノクタジン酢酸塩及び

イミノクタジンアルベシル酸塩
<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.061

ホセチル <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 23

フルキサピロキサド <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.55

オキシン銅 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.2

チウラム <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.2

アシュラム <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 10

ペンディメタリン <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 3.1

シクロスルファムロン <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.8

ピリブチカルブ <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.23

殺
虫
剤

殺
菌
剤

除
草
剤

用途 農薬名
赤穂カンツリークラブ 赤穂国際カントリークラブ

水濁指針値
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